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１　はじめに
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化遺産の一つと言える。次世代を担っていく学生達一人ひとりに、その「心」を伝え、彼らが「心」で
感じ取り、咀嚼し理解し、一つ一つ丁寧に自身の「姿」として身に付け、日本人として一人の成人として、
彼ら自身がこの素晴らしい日本の文化を愛し、更に次の世代の子ども達へ「人として大切なこと」とし
てしっかりと伝えていってほしいものである。
　最後に、本学で学ぶ学生達一人ひとりが、この「心を形に表す礼儀作法」をしっかりと身に付け、「茶
の湯のこころ」を大切に温め磨き、楽しく味わい、更なる豊かな人生への第一歩に繋げていくことを期
待したい。
　これからの次世代を担う学生達である。一つ一つ学び得たことを大切な自信と誇りとして、それぞれ
が自分自身の夢に向かって真っ直ぐに前を向き、その大切な一歩を踏みだし、大きく前進していくこと
を願いたい。そして、その過程に於いて一つ一つ深く広く学び取り、人としての品性を磨き、良き人生
へと繋げていって頂きたいものである。換言すれば、これからの人生に於いて、折に触れてこの素晴ら
しい日本の伝統文化である「心を形に表す礼儀作法」や「茶の湯のこころ」を一つ一つ深め、楽しみ味
わうことのできる機会を見出し、やがてはこの大切な「心」を次世代へと丁寧に繋いでいく役割を担っ
ていく存在になっていってもらいたいと切に願いたいものである。これからの学生達一人ひとりの更な
る成長に期待したい。
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